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須川佶 

上記分担研究課題に関する第2年度の研究は,A.妊娠中毒症の診断基準に関する研究,B.妊

娠中毒症発症の背景因子に関する研究,C.妊娠中毒症の病型別･重症度別にみた母児障害の

発症に関する研究,D.胎盤機能･児発育成熟の判定に関する研究,E.妊娠中毒症における栄

養管理･薬物療法に関する研究の 5つの細分課題について行われた。 

本症はその病態論が十分に解明されておらず,疾患名,診断基準,管理の実際など国際的に

みても統一された見解が無く,なお学説の疾患として多くの問題が残されている。しかしな

がら多数症例の調査検討により次第に問題点が整理され,本邦における妊娠中毒症の安全

管理の指針も近い将来設定される気運にある。 

以下本年度の各細分課題に関する研究の概要を集録し,次年度におけるまとめの資料とし

たい。 


